Statement from Jeannie Zerby Deyo
ジニー・ザービー・デーヨーからの声明

カレン・ザービー（通称：マリア・デービッド）の妹であり、リッキー・ロドリゲスの叔母

　私がアンジェラ・ジョイと出会ったのは、およそ６年前のことです。私たちは彼女をジョイ（喜び）と呼んでいました。彼女にぴったりの名前です。彼女がそばにいるだけで、喜びなのです。確かに、私が会った人の中でも、一番特別な人の部類に入ります。私たちの人生にさした陽光だったのです。希望を失いかけた時に、希望をくれ、信仰を失いかけた時に、信仰をくれました。その楽天的な性格とやさしい心のおかげで、何も不可能なことなどないように思えました。彼女が訪問して来ると、その場の雰囲気全体が彼女の愛で満たされました。彼女の抱擁、「アイ・ラブ・ユー」という挨拶、それに、助けや慰めとなるなら、力の限り何でもやろうとする気持ちによって、私たちの家を安らぎと善意の家に変えてくれたのです。その変化は目覚ましかったので、私たちはよくそのことを話しました。そして、彼女が帰る時には活気の火花が燃え尽きたかのようで、それは、彼女が戻って初めて再び燃え立つのでした。

　どうして皆さんに自分の強い気持ちを知っていただくのが大切なのかをわかっていただくために、ここで少し自己紹介をさせて下さい。

　私はクリスチャンの家庭で育ちました。両親は敬けんなクリスチャンで、今もそうです。私は心の底から両親を尊敬しています。三人姉妹の真ん中だった私は、姉と妹が一緒になって私をいじめているように思っていました。私たちはうまくいかないことが色々あり、両親をかなり困らせたに違いありません。時々、自分にこんな人生を送らせている親のことを本当に憎いと思うこともありました。当時、可能であったなら、きっと自分の不満をインターネットのウェブサイトに出していたことでしょう。常に模範となることを求められていた私は、他の子供たちみたいにはなれないと感じました。だから、自分の運命をどれほど不満に思っているかを両親に知らせようと、あらゆる事をやって反抗しました。もちろん両親は私たちのことを愛してくれていて、子どもたちに最善のものを求めていただけです。私を傷つけようなどとは夢にも思っていませんでした。けれども、両親はとても信心深かったし、保護された環境で私を育てようと最善を尽くしていたので、他の親よりも厳格だったのです。それで、多くの子どもが親に対してするように、私も自然と反抗的になったのでした。

　姉が６０年代の終わりに「神の子ども」に加わった頃、私は姉を恨んでいました。姉は親の誇りであり喜びでした。万事は順調で、頭が良くて、大学の奨学金ももらい、良い仕事についていました。何もかも私と正反対だったので、ねたんでいたのです。それと同時に、姉が両親をたいそう悲しませたのも知っていました。母は何日も泣き暮らしました。その時には、私には彼らの心痛が十分わかっていませんでした。私は、姉がいなくなってせいせいしていたのです。

　今は、姉がどうしてその道を選択したかがわかります。姉は毎週日曜に教会に行き、毎週水曜には祈りの集会に出ていましたが、それよりもっと多くのことがしたかったのです。わざわざ教会の建物に行って礼拝しないような人たちにも、福音を宣べ伝えたかったのです。

　姉と再会したのは３０年後でした。その３年前に、姉は二人の子ども［リッキーとテッチー］に祖父母を訪問させました。子どもたちが、母親である私の姉を「聖徒」と呼んだのは忘れられません。二人とも姉のことを深く愛しているのは明らかでした。私には姉が聖徒だなんて想像できなかったですが、３０年ぶりの再会によって、十代の時に抱いていた反感はすべて消え去り、どうして子どもたちが彼女のことを聖徒と呼んだかがわかりました。

　私はリッキーのことはあまり知りませんでした。３回か４回、数分会っただけだからです。けれども彼には好感が持てたし、優しく、寛容そうでした。彼を知っていた人は、彼が温かで親切でやさしい人だったと言っていました。それはどこから来たのでしょうか。人はただ生まれつきそうなるのでしょうか。それとも、育て方のゆえでしょうか。リッキーはその優しさをどこかからもらったに違いありません。私は、ファミリーの教えからだと思います。私たちを最初に訪問した後でリッキーはどうなってしまったのかと考えずにはおられません。訪問した当時は２０歳かそこらだったことでしょうが、その９年後にそこまで母親を憎んでいたのはなぜでしょう。彼は、訪問の後も５年間、２４歳か２５歳までファミリーにいました。

　リッキーがファミリーから離脱して２、３年たってから、祖父母に会いに来た時に彼に会いましたが、彼は、望んでいた教育を受けられなかったと怒っていました。私がファミリーのメンバーたちから見聞したことからすれば、もしも私がファミリーの子供たちと同様の機会を与えられていたなら、自分の人生はかなり違っていたと思います。ファミリーのホームスクーリングは、ただ子どもに読む物を与えて親はさっさと仕事に行き、留守中に子供がちゃんと勉強することを願う、などといったものではありません。子どもにていねいに教えており、私が見る限り、ファミリーにはどこの誰よりも賢い子どもたちが何人もいます。

　たとえば、ファミリーの第二世代メンバーであるダレンとクレアとその子どもたち（第三世代）がやって来て、うちの高齢者ホームの入居者のためにショーをしてくれましたが、彼らは驚くほど才能豊かで、お行儀が良かったです。ある高齢者は、ひ孫が数人いる年齢ですが、あんな賢い子どもたちを今まで見たことがないと言いました。ですから、ファミリーの子どもたちが適切な教育を受けていないなど、私には信じがたいことです。ファミリーの子どもたちの教育に比べたら、「現実の世界」の子どもたちの大半が受けているものは足下にも及ばないのではないでしょうか。

　私はまだショック状態で、あんな事件が起きるなんて信じられません。正気の人間が、誰かの美しい人生をあんなにも無惨に奪うことができるなんて・・・。けれども、リッキーが正気でなかったことを私たちは知っています。彼の頭の中は怒りと憎しみで満ちていました。その憎しみは、憎悪のかたまりである人間たちによって、奨励され、吹き込まれ、あおり立てられてきたのです。リッキーは、主を拒絶し、ファミリーを滅ぼすと決意している人間たちとつきあうようになりました。憎しみは憎しみを生みます。これは衝動的な犯罪ではなく、計画的な殺人なのです。リッキーには選択がありました。リッキーは被害者ではなく、ヒーローでもありません。彼は殺人者です。私は、リッキーのしたことゆえに彼を憎むことはしません。彼があれほど怒りと憎しみで満たされていたことを、とても悲しく思います。彼が死ぬ前の数時間は地獄であったに違いありません。私は彼のことを思って泣きます。彼は身内だったのですから。

　私は、ファミリーが昔、幾らか間違いを犯したことについて反論しているのではありません。ファミリーこそ、真っ先にそれを認め、改めています。誰でも人生で間違いを犯したことがあるのではありませんか。私もそうです。そして、ファミリーは世界中で良いことを沢山やってきました。慈善活動を行い、何百万もの人をイエスのもとに導いてきました。ジョイは、そういった有意義な活動の多くに従事してきました。「あなたがたの中で罪のない者が、まずこの女に石を投げつけるがよい」（ヨハネ8:7）

　ただジョイのことを知ったおかげで、私たちはより良い人間になりました。私たちは、たとえ短期間であっても、彼女と一緒にいられたことに感謝しており、それが祝福であったと思っています。彼女のことを思うと悲しいですが、彼女は今幸せで、みんなを抱きしめて、「アイ・ラブ・ユー」と言っていることでしょう。
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